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優秀賞　教育長賞　倉敷市立万寿東小学校６年　岩田　小花
−絵の説明−　牛乳ができるまでには、牧場のおじさんが牛の乳をしぼってくれる。だから、牛乳が飲めるという感謝の気持ち

を表した。また、その牛乳は絵にもあるように、おいしさが牛っと詰まり栄養沢山の物である。だから私は牛乳
が好きになった。そういう風に牛のお陰で牛乳が飲めるという気持ちを込めて、感謝の気持ちを絵に込めている。

　令和元年度

「牛乳大好き！絵画コンクール」受賞作品



現
況
調
査
ま
と
ま
る

乳
牛
総
頭
数
は
１
５
，５
１
６
頭

　

令
和
３
年
２
月
１
日
現
在
で
の
現
況
調

査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に

は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

☆
戸
数
・
頭
数

　

乳
牛
の
飼
養
戸
数
及
び
頭
数
は
表
１
の

と
お
り
１
９
０
戸
、
１
５
，５
１
６
頭
と

前
年
２
月
に
比
べ
戸
数
で
は
13
戸
減
少
、

頭
数
で
は
13
頭
減
少
し
て
い
ま
す
。
品

種
別
で
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
が
１
３
，

７
１
２
頭
（
87
頭
減
）
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
他

が
１
，８
０
４
頭
（
74
頭
増
）
で
し
た
。

　

飼
養
戸
数
の
内
訳
は
、
表
２
の
と
お
り

関
係
機
関
を
除
く
搾
乳
農
家
が
１
８
６

戸
、
育
成
農
家
４
戸
、
関
係
機
関
４
戸
で

す
。
ま
た
、
肉
用
牛
飼
養
農
家
は
33
戸
で

し
た
。

　

経
産
牛
頭
数
は
１
１
，２
７
１
頭

（
３
１
１
頭
増
）
育
成
牛
頭
数
は
４
，

２
４
５
頭
（
３
２
４
頭
減
）。
１
戸
当
た

り
の
平
均
飼
養
頭
数
は
80
頭
、
平
均
経
産

牛
頭
数
は
58
・
１
頭
。
育
成
牛
率
は
27
・

４
％
と
な
り
ま
し
た
。

☆
各
地
区
の
飼
養
状
況

　

乳
牛
飼
養
総
頭
数
を
地
区
ご
と
に
見
る

と
（
表
１
）
南
支
所
西
大
寺
地
区
が
97
頭

減
、
備
南
地
区
が
３
４
１
頭
増
、
び
ほ

く
地
区
が
１
４
０
頭
減
。
津
山
支
所
で

は
、
勝
英
地
区
が
63
頭
減
、
津
山
地
区
が

１
３
９
頭
減
、
真
庭
地
区
が
85
頭
増
と
な

り
全
体
で
は
13
頭
減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
育
成
牛
頭
数
は
３
２
４
頭
減
少

し
て
お
り
、
育
成
牛
率
で
全
体
の
平
均
よ

り
高
い
地
区
は
津
山
・
西
大
寺
・
真
庭
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
育
成
牛
確

保
に
む
け
た
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。

☆
飼
養
頭
数
別
の
酪
農
家
戸
数

　

表
３
の
飼
育
頭
数
別
酪
農
家
戸
数
を

見
る
と
30
頭
未
満
の
飼
養
農
家
は
69
戸

（
35
％
）、
30
頭
か
ら
49
頭
の
飼
養
農
家

は
38
戸
（
20
％
）、
50
頭
か
ら
79
頭
の
飼

育
農
家
は
45
戸
（
23
％
）、
80
頭
以
上
の

飼
育
農
家
は
42
戸
（
22
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

☆
哺
育
素
牛
・
肥
育
・

和
牛
繁
殖
関
係
の
頭
数

　

哺
育
素
牛
・
肥
育
・
和
牛
繁
殖
牛
の
総

頭
数
は
１
０
，６
１
９
頭
で
す
。
う
ち
哺

育
農
家
、
肥
育
農
家
、
和
牛
繁
殖
農
家
の

飼
育
す
る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
・
Ｆ
１
・
和
牛

乳牛頭数等取りまとめ表（表１）
令和３年２月１日現在

南　　支　　所 津　山　支　所 おからく
合　計西 大 寺 備　　南 び ほ く 小　計 勝英地区 津山地区 真庭地区 小　計

乳 牛 飼 養 戸 数
（対前年増減）

32 26 22 80 30 37 43 110 190
（−1） （−1） （−4） （−6） （−4） （−2） （−1） （−7） （−13）

乳 牛 総 頭 数
（対前年増減）

1,312 6,271 1,021 8,604 2,063 1,901 2,948 6,912 15,516
（−97） （341）（−140） （104） （−63）（−139） （85）（−117） （−13）

経 産 牛 頭 数
（対前年増減）

882 4,723 749 6,354 1,628 1,257 2,032 4,917 11,271
（−24） （311） （−45） （242） （−5） （−62） （136） （69） （311）

経 産 牛 頭 数 の
占める割合（％） 7.8% 41.9% 6.6% 56.4% 14.4% 11.2% 18.0% 43.6%

経 産 牛 率（％） 67.2% 75.3% 73.4% 73.8% 78.9% 66.1% 68.9% 71.1% 72.6%

育 成 牛 率（％） 32.8% 24.7% 26.6% 26.2% 21.1% 33.9% 31.1% 28.9% 27.4%

ホルスタイン種 1,299 6,261 1,006 8,566 2,063 1,893 1,190 5,146 13,712

ジャージー種他 13 10 15 38 0 8 1,758 1,766 1,804

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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等
の
頭
数
は
９
，５
０
６
頭
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
家
の
飼
育
す
る
和
牛
・
Ｆ

１
等
の
哺
育
素
牛
・
肥
育
・
和
牛
繁
殖
牛

の
総
頭
数
は
１
，１
１
３
頭
で
す
。

☆
飼
料
作
付
面
積

　

自
給
飼
料
の
作
付
面
積
に
つ
い
て
は
、

全
体
で
１
，６
７
６
ha
の
作
付
で
し
た
。

（
生
産
支
援
課
）

おからく現況調査総括表（表２）
令和３年２月１日現在

南　　支　　所 津　山　支　所 おからく
合　計西大寺 備　南 びほく 小　計 勝英地区 津山地区 真庭地区 小　計

酪 農 家 戸 数

搾乳農家 30 26 22 78 30 36 42 108 186

育成農家 2 2 1 1 2 4

合　　計 32 26 22 80 30 37 43 110 190

関係機関戸数

搾乳農家 1 1 1 1 2 3

育成農家 0 1 1 1

合　　計 1 0 0 1 0 1 2 3 4

酪 農 場 総 数
（乳牛飼養戸数）

搾乳農家 31 26 22 79 30 37 43 110 189

育成農家 2 2 1 2 3 5

合　　計 33 26 22 81 30 38 45 113 194

肉 用 牛 飼 養 農 家 戸 数 1 4 4 9 8 12 4 24 33

総農家戸数（関係機関を含む） 34 30 26 90 38 50 49 137 227

ホルスタイン
頭 数

６ヶ月未満 103 401 72 576 149 155 114 418 994

６〜24ヶ月 283 892 135 1,310 199 446 256 901 2,211

24ヶ月以上 913 4,968 799 6,680 1,715 1,292 820 3,827 10,507

合　計 1,299 6,261 1,006 8,566 2,063 1,893 1,190 5,146 13,712

うち経産牛頭数 874 4,719 737 6,330 1,628 1,253 802 3,683 10,013

ジャージー他
頭 数

６ヶ月未満 2 2 2 148 150 152

６〜24ヶ月 3 3 6 2 382 384 390

24ヶ月以上 8 10 12 30 4 1,228 1,232 1,262

合　計 13 10 15 38 0 8 1,758 1,766 1,804

うち経産牛頭数 8 4 12 24 4 1,230 1,234 1,258

乳 用 牛 総 飼 養 頭 数 1,312 6,271 1,021 8,604 2,063 1,901 2,948 6,912 15,516

経 産 牛 頭 数 882 4,723 749 6,354 1,628 1,257 2,032 4,917 11,271

乳用牛１戸当たり飼養頭数 39.8 241.2 46.4 106.2 68.8 50.0 65.5 61.2 80.0
乳用牛１戸当たり経産牛頭数 26.7 181.7 34.0 78.4 54.3 33.1 45.2 43.5 58.1

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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市町村別酪農家戸数・頭数（育成農家・関係機関を含む）（表３）
令和３年２月１日現在

支　所
事務所

市町村
平
均
年
齢

乳　牛　飼　養　頭　数 経　産　牛　頭　数 飼 養 頭 数 別 酪 農 家 戸 数 平
均
頭
数

６ヶ月
未　満
雌子牛

６ヶ月
〜

24ヶ月

24ヶ月

以　上
計

前 年
頭 数
R 2 . 2 . 1

搾
乳
牛

乾
乳
牛

肥
育
牛

経
産
牛
計

1
〜
9

10
〜
19

20
〜
29

30
〜
39

40
〜
49

50
〜
59

60
〜
79

80
〜
99

100
〜
149

150
〜
249

250
〜
499

500
〜
999

1000
以
上

計

南　
　
　
　
　
　
　
　

支　
　
　
　
　
　
　
　

所

西
大
寺

赤磐市 38 9 2 24 35 33 18 2 20 1 1 35

岡山市 67 33 114 346 493 535 294 39 333 1 3 3 1 1 2 11 45

吉備中央町 52 14 37 130 181 200 104 16 2 122 2 2 4 45

倉敷市 39 5 11 30 46 35 24 6 30 1 1 46

瀬戸内市 66 38 107 355 500 579 298 44 342 2 3 1 2 4 3 15 33

備前市 63 3 4 22 29 27 18 4 22 1 1 29

小計 62 102 275 907 1,284 1,409 756 111 2 869 3 6 5 5 5 6 1 0 2 0 0 0 0 33 39

備　

南

浅口市 65 8 25 73 106 109 67 6 73 2 1 3 35

井原市 52 18 35 119 172 167 101 17 1 119 1 1 1 3 57

笠岡市 51 331 739 4,415 5,485 5,145 3,672 494 3 4,169 1 1 2 2 1 2 1 10 549

倉敷市 59 28 45 260 333 337 231 20 3 254 1 2 4 1 8 42

高梁市 39 13 45 88 146 146 79 8 87 1 1 146

矢掛町 74 3 3 23 29 26 19 2 21 1 1 29

小計 56 401 892 4,978 6,271 5,930 4,169 547 7 4,723 1 3 4 0 0 4 3 1 4 2 1 2 1 26 241

び
ほ
く

吉備中央町 62 25 41 323 389 399 223 45 268 3 1 1 1 6 65

高梁市 64 33 70 340 443 560 298 37 335 1 2 1 2 1 1 8 55

新見市 64 2 6 42 50 54 37 4 41 2 2 25

真庭市 64 12 21 106 139 148 88 14 3 105 2 3 1 6 23

小計 63 72 138 811 1,021 1,161 646 100 3 749 1 2 10 2 4 0 0 0 1 2 0 0 0 22 46

南支所　計 60 575 1,305 6,696 8,576 8,500 5,571 758 12 6,341 5 11 19 7 9 10 4 1 7 4 1 2 1 81 106

津　
　
　
　
　

山　
　
　
　
　

支　
　
　
　
　

所

勝　
　
　
　
　

英

勝央町 57 79 130 881 1,090 1,056 696 109 805 1 1 2 2 1 3 1 2 1 14 78

津山市 59 3 1 45 49 52 40 5 45 2 2 25

奈義町 64 64 49 645 758 834 551 86 1 638 1 1 1 2 1 1 2 1 10 76

西粟倉村 70 2 6 27 35 34 24 2 26 1 1 2 18

美作市 52 1 13 117 131 150 106 8 114 1 1 2 66

小計 60 149 199 1,715 2,063 2,126 1,417 210 1 1,628 0 3 5 4 4 1 4 2 5 1 1 0 0 30 69

津　
　
　
　
　

山

岡山市 62 31 148 402 581 654 348 45 2 395 1 1 1 2 2 1 8 73

鏡野町 49 10 16 73 99 97 57 7 64 1 1 2 50

久米南町 71 21 25 70 116 108 64 4 68 1 1 116

津山市 58 77 201 579 857 896 499 63 2 564 1 3 3 5 1 4 3 1 21 41

美咲町 65 18 58 172 248 285 139 27 166 1 4 1 6 41

小計 59 157 448 1,296 1,901 2,040 1,107 146 4 1,257 2 5 7 5 2 5 5 3 3 1 0 0 0 38 50

真庭市 55 254 599 1,949 2,802 2,863 1,671 252 1,923 2 6 4 2 5 8 8 2 5 3 45 62

小計 55 254 599 1,949 2,802 2,863 1,671 252 0 1,923 2 6 4 2 5 8 8 2 5 3 0 0 0 45 62

津山支所　計 56 560 1,246 4,960 6,766 7,029 4,195 608 5 4,808 4 14 16 11 11 14 17 7 13 5 1 0 0 113 60

合　　計 60 1,135 2,551 11,656 15,342 15,529 9,766 1,366 17 11,149 9 25 35 18 20 24 21 8 20 9 2 2 1 194 79

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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自由に水が飲める 水の給与なし 効果
飲水量 L／日 1.52 0

スターター摂取量 ㎏／日 0.418 0.286 46％
増体重 ㎏／日 0.300 0.186 61％

*from Kerts et al.(1984), J.Dairy Sci.67:2964

哺
育
牛
へ
の
飼
料
給
与
の
重
要
性

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

大
阪
支
所　

中
四
国
事
務
所　

伊
藤　

湧
也

は
じ
め
に

　

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
朝
夕
は
ま
だ
ま
だ
冷
え
込
み
が
厳
し

い
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
皆
さ
ま
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
哺
育
牛

へ
の
飼
料
給
与
の
重
要
性
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ミ
ル
ク
以
外
の

ス
タ
ー
タ
ー
、
乾
草
、
水
の
給
与
に
焦
点

を
当
て
て
お
話
い
た
し
ま
す
の
で
少
し
の

間
お
付
き
合
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

子
牛
は
単
胃
動
物

　

子
牛
は
厳
密
的
に
は
単
胃
動
物
で
す
。

第
１
胃
（
ル
ー
メ
ン
）
と
第
２
胃
は
、
胃

全
体
の
約
30
％
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
以

下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
機
能
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
残
り
の
10
％
が
第

３
胃
、
60
％
が
第
４
胃
に
な
り
ま
す
の
で

実
際
に
機
能
し
て
い
る
の
は
第
４
胃
だ
け

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

●
初
生
子
牛
の
ル
ー
メ
ン
壁
は
薄
く
、

「
紙
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
ル
ー
メ
ン
壁
か
ら
発
達
し
た
絨
毛
は
見

ら
れ
な
い
た
め
、
栄
養
素
を
吸
収
す
る

ル
ー
メ
ン
の
表
面
積
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

●
代
用
乳
の
よ
う
な
液
状
飼
料
は
、
食
道

溝
を
通
過
し
、
ル
ー
メ
ン
を
バ
イ
パ
ス

し
、
直
接
第
４
胃
に
入
っ
て
消
化
さ
れ

ま
す
。
穀
類
や
粗
飼
料
の
よ
う
な
固
形

飼
料
は
ル
ー
メ
ン
に
入
り
ま
す
。

早
期
か
ら
ス
タ
ー
タ
ー
の
給
与
を

　

子
牛
の
胃
の
大
き
さ
と
割
合
は
、
最
初

の
数
週
間
で
劇
的
に
変
化
し
ま
す
。
生
後

12
週
間
目
で
、
第
１
胃
と
第
２
胃
が
胃
の

総
重
量
の
３
分
の
２
を
占
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ル
ー
メ
ン
内
で
は
、
少
量
の
穀

類
が
発
酵
し
て
、
酪
酸
が
生
産
さ
れ
ま

す
。
こ
の
酪
酸
の
多
く
は
ル
ー
メ
ン
壁
か

ら
吸
収
さ
れ
、
ル
ー
メ
ン
壁
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
と
な
り
、
ル
ー
メ
ン
発
達
に
利

用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
酪
酸
の
存
在
に
よ

り
、
ル
ー
メ
ン
は
よ
り
機
能
的
に
な
り
ま

す
。
子
牛
に
早
く
か
ら
ス
タ
ー
タ
ー
を
給

与
す
る
と
、
約
3
～
4
週
間
で
ル
ー
メ
ン

は
非
常
に
大
き
く
発
達
し
ま
す
の
で
、
遅

く
と
も
３
日
目
か
ら
給
与
し
ま
し
ょ
う
。

毎
日
残
っ
た
も
の
は
廃
棄
し
、
新
鮮
な
ス

タ
ー
タ
ー
を
給
与
し
て
く
だ
さ
い
。
給
餌

用
バ
ケ
ツ
に
つ
い
て
は
高
す
ぎ
る
と
採
食

し
に
く
い
た
め
、
高
さ
25
㎝
以
下
の
バ
ケ

ツ
に
し
ま
し
ょ
う
。

飼
料
に
よ
る
ル
ー
メ
ン
発
達

　

哺
育
期
に
給
与
す
る
飼
料
の
種
類
に

よ
っ
て
ル
ー
メ
ン
の
発
達
は
以
下
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

①
代
用
乳
の
み
を
給
与

　

→
小
さ
く
発
達

②
代
用
乳
お
よ
び
生
後
3
日
目
か
ら
穀
類

を
給
与

→
ル
ー
メ
ン
は
よ
り
大
き
く
発
達
し
、

広
範
囲
な
絨
毛
が
見
ら
れ
る

③
代
用
乳
お
よ
び
乾
草
（
あ
る
い
は
サ
イ

レ
ー
ジ
）
を
給
与

→
代
用
乳
の
み
の
給
与
よ
り
も
、
ル
ー

メ
ン
は
大
き
く
発
達
す
る
が
、
絨
毛

の
発
達
は
非
常
に
限
ら
れ
る

子
牛
へ
の
水
の
給
与

　

私
た
ち
人
間
が
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
食
べ
る

と
き
に
水
分
が
欲
し
く
な
る
の
と
同
じ

で
、
子
牛
も
ス
タ
ー
タ
ー
を
食
べ
る
と
き

に
水
分
を
欲
し
ま

す
。
ま
た
、
子
牛
へ

正
し
く
水
を
給
与
す

る
こ
と
で
、
早
く
発

達
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

ル
ー
メ
ン
内
に
水
分

が
な
い
と
、
ス
タ
ー

タ
ー
は
発
酵
し
ま
せ

ん
。
図
２
の
試
験
で

は
水
の
給
与
の
有
無

に
よ
り
、
ス
タ
ー

タ
ー
の
摂
取
量
が

46
％
高
く
、
増
体
率

が
61
％
高
い
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

給
餌
用
バ
ケ
ツ
と

水
用
バ
ケ
ツ
は
離
し

て
置
く
か
、
仕
切
り

を
使
っ
て
物
理
的
に

離
す
こ
と
が
重
要
で

す
。
２
つ
の
バ
ケ
ツ

図１　ルーメン発達

図２　子牛の水に対する反応
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を
隣
合
わ
せ
に
置
く
と
、
互
い
の
バ
ケ
ツ

が
汚
染
さ
れ
、
飼
料
と
水
の
摂
取
量
が
制

限
さ
れ
ま
す
。
１
９
８
０
代
初
期
に
ミ

ズ
リ
ー
州
グ
レ
イ
ミ
ッ
ト
／
ピ
ュ
リ
ナ

研
究
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
実
験
に
よ
る

と
、
バ
ケ
ツ
を
隣
り
合
わ
せ
た
個
体
と
離

し
た
個
体
で
は
、
バ
ケ
ツ
を
離
し
た
個
体

の
方
が
飲
水
量
が
33
％
、
飼
料
摂
取
量
が

13
％
、
増
体
率
が
18
％
高
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

子
牛
へ
の
乾
草
給
与
は
必
要
？

　

哺
育
期
間
の
乾
草
給
与
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
議
論
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
意
見

が
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
不
要
だ
と
い
う

意
見
か
ら
、
乾
草
を
給
与
す
る
と
物
理
的

刺
激
に
よ
る
ル
ー
メ
ン
の
発
達
が
促
さ
れ

る
こ
と
、
ル
ー
メ
ン
pH
を
高
め
て
ル
ー
メ

ン
機
能
が
改
善
さ
れ
る
と
の
報
告
も
あ
り

ま
す
。（H

oard'sD
airym

an,V
ol.159,N

o.16,Sep.25,2014

）

　

も
し
も
乾
草
を
給
与
す
る
場
合
は
、
草

種
は
柔
ら
か
い
ク
レ
イ
ン
、
チ
モ
シ
ー
と

い
っ
た
イ
ネ
科
の
良
質
乾
草
を
給
与
し
ま

し
ょ
う
。
日
齢
に
よ
っ
て
給
与
量
は
異
な

り
ま
す
が
、
０
・
２
㎏
～
程
度
で
良
い
で

し
ょ
う
。
こ
の
時
期
は
あ
く
ま
で
も
ス

タ
ー
タ
ー
の
採
食
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
乾

草
の
給
与
量
は
個
体
の
状
況
を
見
な
が
ら

調
整
し
て
く
だ
さ
い
。
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

乾
草
は
、
難
消
化
性
の
リ
グ
ニ
ン
質
が
多

く
、
か
つ
嗜
好
性
が
良
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
他
の
乾
草
に
比
べ
て
多
く
摂
取
し
、

ス
タ
ー
タ
ー
摂
取
量
が
減
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

乾
草
給
与
は
子
牛
の
行
動
的
要
求
を
満

た
す
と
い
う
研
究
報
告
も
あ
り
ま
す
。

（
出
典
：H

oard's D
airym

an,V
ol.159

,N
o.16,Sep.25,2014

）
子
牛
が
ミ
ル
ク
を

十
分
に
飲
ん
で
い
な
い
と
感
じ
た
際
、
ミ

ル
ク
を
飲
み
終
わ
っ
て
も
乳
首
を
吸
お
う

と
し
た
り
、
舌
を
丸
め
た
り
、
敷
料
を
食

べ
た
り
と
い
う
行
動
を
取
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
乾
草
を
与
え
た
子
牛
は
、
前
記
の

よ
う
な
行
動
時
間
が
少
な
か
っ
た
と
の
報

告
も
あ
り
ま
す
の
で
、
子
牛
は
乾
草
を
口

に
含
む
こ
と
で
満
足
感
を
得
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に

　

今
回
、「
哺
育
牛
へ
の
飼
料
給
与
の
重

要
性
」
に
つ
い
て
簡
単
に
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お

近
く
の
全
酪
連
職
員
へ
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●

●

●

ひ

ろ

ば

　

奈
義
町
に
「
風
神
社
」
と
い
う
神
社

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
の
通
り
、
奈
義

町
に
吹
く
“
広
戸
風
”
と
い
う
強
烈
な

風
を
鎮
め
る
た
め
、
19
世
紀
の
初
め
頃

に
創
建
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

な
ぜ
今
回
、
こ
の
風
神
社
を

取
り
上
げ
た
か
と
い
う
と
、
ラ

ジ
オ
で
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

フ
ァ
ン
が
こ
の
神
社
を
訪
れ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し

た
か
ら
で
す
。

　

皆
さ
ま
は
「
藤
井
風
」
と
い

う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
岡
山
県
出
身
（
浅

口
郡
里
庄
町
）
の
23
歳
で
、
昨

年
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。
彼
は
デ
ビ
ュ
ー
前
か
ら
自

身
の
歌
唱
動
画
や
、
ピ
ア
ノ
の

演
奏
動
画
をY

outube

に
ア
ッ

プ
し
て
、
と
て
も
人
気
が
あ
り

ま
し
た
。
彼
の
優
し
さ
が
あ
ふ

れ
る
楽
曲
が
多
く
、
中
で
も

「
帰
ろ
う
」
と
い
う
曲
の
一
節

が
と
く
に
印
象
的
で
す
。「
憎

み
あ
い
の
果
て
に
何
が
生
ま
れ

る
の
？
わ
た
し
、
わ
た
し
が
先

に
忘
れ
よ
う
」
何
か
あ
っ
た

ら
、
ま
ず
私
か
ら
。
大
切
に
し
た
い
言

葉
だ
と
思
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
思
う

よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
現
状
で

す
が
、
優
し
さ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
改
め
て
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ほ
か
に
も
魅
力
的
な
楽
曲
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
が
湧
い
た

方
は
ぜ
ひ
藤
井
風
の
曲
に
触
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

風　
（
津
山
支
所
勝
英
地
区
）

奈義町豊沢にある「風神社」
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２
月
８
日
の
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
の

担
い
手
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
、
津
山
市
の
永

禮
明
美
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
美
さ
ん
は
、
実
家
に
牛
は
い
な
く
、

は
じ
め
は
大
き
な
牛
が
怖
く
て
近
づ
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
明
美
さ
ん
が
結
婚
前
に
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
牛
の
出
産

だ
そ
う
で
す
。
か
な
り
驚
き
心
か
ら
感
動

を
し
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
結
婚
し
た

ら
い
つ
か
は
手
伝
う
ん
だ
ろ
う
と
心
の
中

で
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

22
年
前
に
淳
一
さ
ん
と
結

婚
し
て
か
ら
少
し
ず
つ
手
伝

い
を
始
め
ま
し
た
。
主
に
明

美
さ
ん
は
子
牛
の
え
さ
や
り

や
世
話
を
担
当
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
本
人
は
一
番
か
わ
い

い
な
あ
と
思
う
の
は
、
ミ
ル

ク
を
や
っ
て
い
る
と
犬
み
た

い
に
し
っ
ぽ
を
フ
リ
フ
リ
と

喜
ん
で
く
れ
る
と
き
だ
そ
う

で
す
。
ご
主
人
の
淳
一
さ
ん

は
、「
理
屈
で
は
な
く
、
僕

ら
男
に
は
感
じ
と
れ
な
い
も

の
が
何
か
し
ら
あ
る
ん
で

す
。
だ
か
ら
子
牛
や
細
か
い

仕
事
は
任
せ
て
い
ま
す
ね
」

と
話
し
ま
す
。

　

明
美
さ
ん
は
「
酪
農
の
一

番
い
い
の
は
、
家
族
み
ん
な

が
い
つ
も
一
緒
に
い
ら
れ
る

こ
と
で
す
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
ど
ん
な
人
に
な
り
た
い

で
す
か
と
お
聞
き
す
る
と

「
い
つ
か
は
お
義
母
さ
ん
み
た
い
に
何
で

も
で
き
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
気
が
付
く
よ

う
に
な
り
た
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
お
義
母
さ
ん
は
照
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
可
愛
く
頑
張
り
屋
さ
ん
の
明
美
さ

ん
を
見
て
嬉
し
そ
う
に
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

現
在
、
番
組
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
の
ダ
ン
ス
を
放
映

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
Ｊ
Ａ
の
各
支
所

職
員
に
も
踊
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

お
か
ら
く
も
部
署
単
位
で
踊
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
番
組
取
材
と
合
わ
せ
て

皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
曜
日
に
よ
り
テ
ー
マ
を
決

め
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

・
月
曜
日　

担
い
手
・
Ｊ
Ａ
職
員
紹
介
・

高
校
生
の
紹
介

・
火
曜
日　

農
畜
産
物
の
紹
介

・
水
曜
日　

火
曜
日
に
紹
介
し
た
農
畜
産

物
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
・

栄
養
士
に
よ
る
料
理
・
栄
養

等
の
紹
介

・
木
曜
日　

Ｊ
Ａ
活
動
紹
介
・
市
町
村
の

紹
介

・
金
曜
日　

直
売
所
・
イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

搾
乳
等
お
忙
し
い
時
間
帯
の
放
送
に
な

り
ま
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
と
き
は
ぜ
ひ

観
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
材
に
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
生
乳
課
）

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
が
や
っ
て
き
た
！

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ　

月
～
金　

18
時
50
分
よ
り
）

永禮淳一さんと明美さんご夫妻

お
知
ら
せ

　

全
国
酪
農
青
年
女
性
会
議
で
は
、

「
酪
農
い
き
い
き
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
と
「
ら
く
の
う
こ
ど
も
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
事
業
本

部
生
産
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
酪
農
い
き
い
き
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト

（
応
募
資
格
：
酪
農
家
）

　

テ
ー
マ

　

①
「
乳
牛
の
い
る
風
景
」

　

②
「
酪
農
作
業
風
景
」

※
い
ず
れ
も
、
酪
農
家
が
い
き
い
き

と
生
乳
生
産
に
励
む
様
子
や
、
安

心
安
全
な
生
乳
生
産
の
た
め
懸
命

に
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
も
の
。

・
ら
く
の
う
こ
ど
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
応
募
資
格
：
４
歳
～
中
学
生
ま
で
）

　

募
集
規
定

　

酪
農
を
中
心
と
し
た
題
材
の
図

面
（
大
き
さ
は
自
由
、図
画
の
み
）

締
切
日

　

い
ず
れ
も
令
和
３
年
５
月
14
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

　

事
業
本
部
生
産
支
援
課

　

☎
０
８
６
８
─
２
６
─
１
１
０
６
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は
じ
め
に

　

現
在
、
当
研
究
所
で
は
、
効
率
的
に
優

秀
な
後
継
牛
作
出
の
た
め
、
受
精
卵
を
譲

渡
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
受
精
卵

を
採
卵
す
る
牛
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｐ
の
高
い
」
も

の
か
ら
選
抜
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｎ
Ｔ
Ｐ
の
高
い
」と
い
い
ま
し
た
が
、

当
研
究
所
か
ら
譲
渡
す
る
受
精
卵
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ま
ず
Ｎ
Ｔ
Ｐ
を
説

明
し
ま
す
。
既
に
ご
存
じ
の
方
も
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
し
ば
し
お
付
き
合
い

く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｔ
Ｐ
と
は

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
能
力
を
数
値
化

し
た
も
の
で
、
総
合
指
数
と
言
わ
れ
、

N
ippon T

otal Profit 

の
略
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
Ｎ
Ｔ
Ｐ
の
数
値
は
、
図
１
：
遺
伝

評
価
成
績
の
参
考
例
に
載
っ
て
い
る
多
数

の
形
質
デ
ー
タ
を
元
に
計
算
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
多
数
の
形
質
か
ら
、
①
乳

量
や
ス
ラ
イ
ド
乳
価
等
に
影
響
し
、
収
入

に
直
結
す
る
産
乳
成
分
や
②
肢
蹄
・
乳
器

を
反
映
す
る
耐
久
性
成
分
、
③
体
細
胞
ス

コ
ア
や
繁
殖
性
な
ど
を
反
映
す
る
疾
病
繁

殖
成
分
を
計
算
し
、
３
つ
の
指
数
に
重
み

付
け
を
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｐ
（
総
合
指
数
）
を
出

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
Ｎ
Ｔ
Ｐ
を
高
く
す
る
改
良
を

行
う
こ
と
で
、
全
体
的
な
改
良
が
で
き
る

便
利
な
指
標
で
あ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｐ
が
高
い
牛

は
様
々
な
形
質
の
「
総
合
値
が
高
い
優
秀

な
牛
」
と
言
え
ま
す
。

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

　

近
年
、
岡
山
県
で
も
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
夏

場
の
乳
脂
率
を
上
げ
た
い
の
だ
が
、
ど
の

供
卵
牛
が
い
い
の
か
」
と
い
っ
た
問
い
合

わ
せ
も
あ
り
、
自
分
の
経
営
に
合
わ
せ
た

様
々
な
要
望
が
増
え
て
き
て
お
り
、
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
、
例
え
ば
供
卵
牛
が
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
向

き
か
ど
う
か
を
推
測
す
る
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｐ

の
数
値
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

供
卵
牛
が
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
向
き
か
ど
う

か
を
推
測
す
る
に
は
、
主
に
耐
久
性
成

分
、
疾
病
繁
殖
成
分
に
含
ま
れ
る
乳
頭
の

配
置
や
長
さ
、
乳
器
の
高
さ
、
搾
乳
性
、

体
細
胞
ス
コ
ア
な
ど
と
い
っ
た
形
質
が
関

連
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
そ
れ
ら

の
細
か
い
形
質
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
、
当
研
究
所
で
は
、

図
１
の
よ
う
な
遺
伝
評
価
成
績
を
分
析

し
、
供
卵
牛
の
特
徴
を
よ
り
分
か
り
や
す

く
提
示
す
る
こ
と
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
が

求
め
る
改
良
に
役
立
つ
供
給
体
制
を
目
指

そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

図
１
で
遺
伝
評
価
成
績
の
参
考
例
と
し

て
示
し
ま
し
た
牛
の
実
際
の
写
真
を
併
せ

て
掲
載
し
ま
す
。

　

今
後
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遺
伝

評
価
成
績
の
各
項
目
の
説
明
を
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
向
け
た

受
精
卵
の
供
給
を
目
指
し
ま
す

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

図１　遺伝評価成績（GPI）の参考例
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お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
真
庭
市
蒜
山　

大
江
健
太
郎
様
よ
り
見
舞
返
礼
金
と
し
て
、
津
山

市　

中
尾
由
美
子
様
よ
り
偲
び
草
と
し
て
、（
一
財
）
お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に

金
一
封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事

報

理

会

告

　

令
和
３
年
１
月
29
日
、
第
２
４
１
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

  

岡
田
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

次
に
１
月
の
業
務
・
酪
農
支
援
合
同
委

員
会
、
総
務
委
員
会
で
協
議
し
た
内
容
を

各
委
員
長
よ
り
報
告
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
２
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

　

令
和
２
年
度
12
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

○
出
資
減
口
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

酪
農
中
止
者
に
よ
る
減
資
申
し
込
み
が

あ
り
、
や
む
な
く
出
資
減
口
の
申
し
込
み

を
承
認
し
た
。

○
販
売
手
数
料
の
変
更
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
の
販
売
手
数
料
を
３
・

０
％
に
変
更
す
る
こ
と
を
協
議
し
、
承
認

し
た
。

○
組
合
機
構
の
変
更
に
つ
い
て

　

診
療
業
務
に
つ
い
て
、
繁
殖
・
Ｅ
Ｔ
業

務
へ
特
化
す
る
こ
と
か
ら
、
生
産
診
療
課

を
廃
止
し
、
生
産
支
援
課
に
組
み
込
む
こ

と
を
協
議
し
、
承
認
し
た
。

○
第
７
次
中
期
計
画
（
案
）
及
び
令
和
３

年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　

第
７
次
中
期
計
画
（
案
）（
令
和
３
年

度
～
令
和
５
年
度
）
及
び
令
和
３
年
度
事

業
計
画
（
案
）
を
協
議
し
、
策
定
し
た
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
の
基
本
方
針
を
次

の
と
お
り
と
し
た
。

　

生
乳
生
産
量　
　

９
５
，５
０
０
ｔ

　

購
買
取
扱
量　
　

６
６
，５
０
０
ｔ

　

流
通
取
扱
頭
数　
　

９
，１
０
０
頭

○
津
山
Ｓ
Ｐ
等
屋
根
塗
装
及
び
水
回
り
施

設
整
備
に
つ
い
て

　

津
山
Ｓ
Ｐ
、
鏡
野
Ｃ
Ｓ
等
の
屋
根
に
つ

い
て
、
劣
化
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
屋
根

の
塗
装
工
事
及
び
鏡
野
Ｃ
Ｓ
の
ト
イ
レ
工

事
等
を
行
う
こ
と
を
協
議
し
、承
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
に
つ
い
て
、
選
別
精
液

の
受
胎
成
績
に
つ
い
て
、
お
か
ら
く
酪
農

講
演
会
中
止
に
つ
い
て
、
第
５
回
お
か
や

ま
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
及
び
第

36
回
中
国
地
区
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト

シ
ョ
ウ
の
開
催
中
止
に
つ
い
て
、
全
酪
連

農
家
バ
タ
ー
拡
売
運
動
へ
の
協
力
に
つ
い

て
、
第
３
四
半
期
苦
情
等
の
報
告
に
つ
い

て
、
正
組
合
員
の
状
況
に
つ
い
て
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

ＯＡＣ　キアリス　ハイヌーン　キルア　キヤロツト　Ｋ　ＥＴ
NTP3050（GPI評価2020-12時点）
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生乳販売量（令和２年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和２年度）生乳販売量（令和元年度） 購買取扱数量（令和元年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
5，0００

5，５００

6，0００

6，５００

７，0００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

４～１

４～１

全 国

岡山県

北海道

月

１

１

１

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５９９,１６９
５,８９２,２８０

８,３３８
８２,２４６
３３９,５９９

,

３０４,８６６
３,１３８,８８１

７,９１４
７９,１２８
７０,５６８

１６１,５６１
１,３７５,８４６

３０４
２,１２１

１４０,９０７

１３２,７４２
１,３７７,５５１

１２０
９９６

１２８,１２４

100.7 
101.4 
102.6 
108.6 
101.8 

101.0 
100.8 
103.6 
109.2 
103.8 

104.8 
109.3 
83.7 
101.9 
106.9 

95.5 
96.1 
93.0 
85.3 
95.8 

5,366

5,427

8,365
8,138

　

２
月
に
つ
い
て
は
、
春
分
娩
中
心
の
出
回
り
に
よ
り
堅
調
な
導
入
需
要
が
継
続
し
、

平
均
価
格
は
78
万
２
千
円
（
前
月
比
６
千
円
安
）
と
持
ち
合
い
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
つ
い
て
は
、
春
分
娩
中
心
の
出
回
り
が
継
続
す
る
こ
と
か
ら
、
相
場
は
持
ち

合
い
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

３月の主な行事

２日　おからく青年部総会

４日　評議委員会

５日　岡山県酪農政治連盟役員会

10日　おからく女性部総会

16日　岡山県酪農政治連盟美作支部委員会

17日　購買担当者会議

19日　学乳推進会議

24日　管理職会議

30日　理事会

４月

１日　現物監査
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